
 

 

 

 

「やっとできた」は、「やればできる」を教えてくれる。   谷野 栄治 

朝一番から照り付ける太陽とじめじめとした空気、高い気温。暑さ指数

（WBGT）は警戒から危険の数値（３０以上）が続きます。外遊びを制限

すると子どもたちのイライラが募り、校舎内でもけんかやけがが発生しや

すくなります。「ひとは、夏 育つ。」という出版社のＣＭが昔にありましたが、夏休みには、伸び伸びと外で遊ん

だり、日頃体験できないことにチャレンジしたりという過ごし方を望みますが、出歩かずにいかに涼しく安全に

過ごすかを考えなければいけない近頃の気象状況です。 

体調や不備により、プール学習ができない児童は見学となりま

すが、あまりに暑くて危険ですので、図書室で過ごしました。低学

年は、少し落ち着かない様子もありましたが、本校児童は、図書室

での過ごし方が身についています。学習の続きを持ち込んでする

人、読書に没頭する人、お勧めの本を紹介し合う姿も見られ、児

童管理の私も一緒に読書をして過ごすことができました。「朝の

読書タイム」は、毎週火・木曜日、 ボランティアさんの読み聞かせ

を各学級、月一回継続してもらっている効果もあると思います。「ボロボロになのに取り合いするほど面白い

本」や「きれいな表紙に見とれてしまう本」など、これだけデジタル化が進んでいても子どもたちにとって図書

室はとっても魅力的です。                             

                      ボランティアの皆さん 有難うございます    

  「うねびみなみ６月号」でお願いしていたボランティ

アさんに家庭科の授業とプール学習の見守り活動

をしていただきました。大変暑い中、授業時間に都合を合わせて何度も来校い

ただき、温かく見守り、助けていただきました。プールサイドでの２コマ四時間の

授業はさすがに暑くて大変とボランティアさんの体調が心配でしたが、「子どもた

ちはトイレから全員戻って来たか」「見学している子どもが体調を崩していない

か」と教員以外の「もう一つの眼」として見て、支えていただいています。 
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「今日は誰が見守りに来てくれているかな。」と楽しみにしている子どももいて、地域に支えて育てていただ

いていることを改めて感じました。普段から、毎日の登下校の見守りや図書ボランティア活動なども継続的に

お世話になっておりますが、新たに行事や授業で助けていただきたい時には、また、お声掛けしますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。そして、いつも、毎日、有難うございます。 

新しいこと分かった時 

このセリフは数学のノーベル賞ともいわれる「アーベル賞」を日本人で初めて受賞した柏原正樹京都大学

特任教授（７８）の言葉です。長年にわたり研究生活を続けられた理由を「数学

が好きというのが一番。」と言い切り、数学への思いを「美しい」と表現されたこ

とが話題になりました。美しさを感じる瞬間は「新し

いことが証明できた時」と話されました。半世紀以

上数学の世界に身を置いた研究者も新しいことが

分かった時に大きな喜びを感じるのですから、これ

から長い人生を歩き出す小さな子どもたちが、「物

を知る。分かる。」ということは、どんなに喜びが大きく、うれしいことでしょう。冒頭

に記した【「やっとできた」は、「やればできる」を教えてくれる。】もそうですが、自

己肯定感や達成感は、驚くほど人を成長させます。その気持ちを得るまでの苦労や努力の道のりを保護者や

教師が、何度か一緒に励まして付き合うことで、やり方を覚えて、いずれは、一人でやりきる子どもになってほ

しいと思っています。 

                            夏期休業中にお願いしたいこと 

もうすぐ一学期が終わります。一年生はもちろんのこと、全ての子どもたちは、学年が変わって緊張した四

月から毎日よく頑張ったと思います。新しい環境の中で、ようやくペースがつかめてきた人が多いのではない

でしょうか。７月１９日から夏休みに入ります。４４日間もあります。緊張をほぐして、ゆっくりしてほしいと思いま

すが、①朝起きる時間と夜寝る時間はあまり変えずに過ごしてほしいです。くるってしまって、なかなか元に戻

せない時があるので心配です。②宿題や課題があるときは、できるだけ早くやってしまいましょう。もっと時間

をかけたくなったり、深く知りたくなったりした時にまだ、夏休みが残っていたほうがいいと思います。③身体の

調子が悪かったり虫歯があるよと言われたりした人は、病院へ行って治療してくださ

い。学校が休みの時は、いつでも病院へ行けますし、しっかり治療をしてもらう時間も

あります。特に歯の治療は必ずしてください。歯は放っておいても絶対に治りません。

歯の治療をいつまでもしないとお家の人に「治療をしてもらってください。」と連絡が

入ります。食べ物を安心して美味しくいただくためにも、お願いします。④ルールとマ

ナーといのちを守って、二学期の始業式に元気にそろって会えるように気をつけて過

ごしてください。 

 

 

 


